
〈企画〉 集落研究オンライン座談会「フィールドワークのニューノーマル」 

問題意識 

集落の研究において生命線ともいえるフィールドワーク。しかし新型感染症の影響で都市と地方間の往来が憚られるな
か、これまで通りにフィールドワークができなくなっています。この状況に対して、むしろあえて前向きな変化のきっ
かけととらえ、いままでのフィールドワークのあり方を再整理し、オンラインツールの活用も含めた新しいフィールド
ワークの形はあり得るのだろうかという問いを立てました。 

先日の緊急事態前後の集落での行動様式に関する共同論文において、研究者4名で２つのフィールドにまたがりながら研
究を実践したところ、その議論の中で研究者それぞれに問いの立て方、アウトプットの形がユニークであると感じまし
た。それを踏まえて、今回、研究の”内容”というよりは、４人それぞれの問いの立て方や切り口、調査手法などの”プロ
セス”にフォーカスして議論できれば、われわれの研究の幅や引き出しが増えたり、新しい研究スタイルを発見するとい
うことがあるかもしれません。 

集落研究において、研究者同士がノウハウを共有し合うこと、オリジナリティを追求するばかりではなく既往研究をど
んどん引用して集落研究全体としての研究の積み上げを行ない精度を高めていくこと、あるいは研究対象地を紹介しあ
い協力することで理論の汎用性を実証することは、時代の要請になっていくのではないでしょうか。今回の座談会が、
そうした流れに自ら前のめりに突っ込んでいくための布石、あるいは少なくとも小さな問題提起になればと思います。 

日時 

2021年2月12日（金） 
19:00～ 

場所 
 
オンラインのみ 

▼ ウェビナー登録ページ 
https://us02web.zoom.us/webinar/register/
WN_OiGHPpR2QaS-yUOsaqAxfw  

参加費 

無料 

座談会スピーカー 

（speaker） 
・下田元毅 / 大阪大学 助教 
・野田満 / 東京都立大学 助教 
・友渕貴之 / 宮城大学 助教 
（moderator） 
・青木佳子 / 東京大学 生産技術研究所 助教 


